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保険薬局におけるブラウンバッグ運動の試み

[原著論文]

保険薬局での継続可能なプラウンバ ッグ運動の試み
―調査票を用いた薬剤師の介入が必要な患者の選択 ―
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要旨 保険薬局での継続可能なブラウンバッグ運動を構築することを目的として,患者が所有するすべ

ての医療用医薬品および市販薬などの点検が必要と判断される患者を抽出する調査票を作成し,聞き取

り調査を実施した。今回の調査で,薬剤師による介入が必要と判断された患者は,他院から薬が処方さ

れている患者で約 6割,市販薬を併用している患者で約 7割であつたのに対し,健康補助食品を併用し

ている患者では,ほぼ全員という結果になつた.また、全体の約 7割の患者が薬剤師による介入が必要

との判断に至った。薬剤師は患者の来局時に,積極的に健康補助食品の使用の有無を確認し,その適切

な使用方法や,健康におよぼす可能性についての情報提供を行うと共に,必要に応じて,患者が所有す

るすべての医療用医薬品および市販薬などの点検など,よ りきめ細やかな対応を行うことで,医療用医

薬品および市販薬などの適正使用に寄与することができると思われた。

キーワード :ブラウンバッグ運動,調査票,保険薬局
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保険薬局におけるブラウンバッグ運動の試み

近年,国民の健康意識の高まりから,セルフメ

ディケーションの重要性が認識され,サプリメン

ト・健康食品 (健康補助食品)や市販薬を自身の判

断で使用している‐般消費者が増加している10.し

かし,健康補助食品による健康被害に関する報告 ⊃,

また,市販薬・健康補助食品 (市販薬など)と医療

用医薬品との併用による治療効果への重大な影響を

およばしたとの報告 4"があることから,医療機関で

治療中の患者が市販薬などを適切に使用しているか

どう力苺ま疑間である。以上のような事故を未然に防

ぐために,薬剤師は患者が所有している医療用医薬

品および市販薬などの使用実態を把握し,必要に応

じて市販薬などの正しい知識を患者に伝え,適正使

用を促進するための活動を実行する必要がある。

その方法の 1つにブラウンバッグ運動がある。ブ

ラウンバッグ運動とは,1982年にアメリカで始まっ

たもので,患者が日常的に服用している医療用医薬

品および市販薬などを薬局に持参してもらい,薬剤

師がそれらの副作用や相互作用などの問題を点検す

る運動である。つ.本邦では,主に高齢者を対象に,

複数の薬剤師会,薬局チェーンでブラウンバッグ運

動が行われ,その結果が学会で発表されている HO.

ブラウンバッグ運動を実施するためには,患者が所

有するすべての医療用医薬品および市販薬などを薬

局に持参する必要があり,また,薬剤師はそれらを

点検する必要がある。そのため,患者 。薬剤師双方
の負担が大きく,すべての患者を対象とするブラウ
ンバッグ運動を定着させることは難しいのではない

かと思われた。

そこで,今回われわれは,保険薬局での継続可能

なブラウンバッグ運動を構築することを目的として,

患者が所有するすべての医療用医薬品および市販薬

などの点検が必要と判断される患者を抽出する調査

票を作成し,その調査票を用いて聞き取り調査を実

施した.

1.軸

平成 25年 9月 に,中川調剤薬局の 3店舗に処方

せんを持参した患者のうち,過去 1年以上当該店舗

に定期的に来局し,生活習慣病に対する治療薬を服

用している患者に調査研究の趣旨説明を行い,同意

が得られた患者を対象とした.また,患者本人では

なく,家族が処方せんを持参した場合は,家族に調

査研究の趣旨説明を行い,同意が得られた場合に,

患者の代理として調査対象とした。なお,患者のう

ち,未成年者,医師・薬剤師・看護師等の医療従事

者,製薬会社の医薬情報担当者,医薬品卸会社の医

薬品卸販売担当者などの医薬関係者を対象から除外

した。

2.調査方法

年齢,`lullなどの基本的な情報およ噺 lll闘歴

管理指導料の算定要件である他科受診の有無等の36

項目からなる調査票を用いて,薬剤師による聞き取

り調査を行つた (図 1).回答が得られた 111名 (平

均轍 準偏差 :70.74■ 10.12歳,男性 :46名 ,女

性 :62名 ,未回答 :3名)を対象とした。なお,患

者および患者の家族を対象とした聞き取り調査のた

め,患者が回答を控えた項目については、未回答と

して処理した。
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保険薬局におけるブラウンバッグ運動の試み

中川調剤薬局○○店  通し番号 番

兵庫県内の保険薬局の患者における併用薬および健康食品等の摂取状況調査 (記入用紙 )

年齢 01年齢を聞かせていただいてよろしいでしょうか 回答    歳
性別 02.性別を教えていただけますか 回答 1.男 性  2女性
生活習慣関連の薬剤 (一般名)(薬歴で調べる)

03.高血圧、糖尿病、痛風、脂質異常症、狭心症、心筋梗塞、coPDの薬剤は何を飲まれていますか (薬歴で調べる)

回答

高血圧 :(あ る・なし)薬剤名

糖尿病J(ある・なし)薬剤名

痛風 :(あ る 。なし)薬剤名

脂質異常症 :(あ る・なし)薬剤名

狭心症 :(あ る 。なし)薬剤名

心筋梗塞 :(あ る 。なし)薬剤名

COPD:(あ る・なし)薬剤名

他科受診の有無とかかりつけの病院の数とその診療科と主治医への報告の有無

04.他の病院にかかっていますか (かかりつけの科の数とその診療科の確認も含む)

回答 1はい  2.いいえ  3.わからない

他科から処方された医療用医薬品の併用薬の有無と主治医への報告の有無

05.他の病院から出された薬はありますか (併用薬の確認)

回答 1.はい  2.いいえ  3わ からない
自由記述 (併用薬名が は一般名または薬効分類 :痛み止

他科受診の有無とかかりつけの病院の数とその診療科と主治医への報告の有無

06.すべてのかかりつけの医師に他の病院にかかっていることを伝えていますか

回答 1はい  2.いいえ  3.わからない

自由記述 (特別なコメントがある場合)

他科から処方された医療用医薬品の併用薬の有無と主治医への報告の有無

07.すべてのかかりつけの医師に他の病院でもらつた薬について伝えていますか

回答 1.はい  2い いえ  3.わからない
自由記述 (特別なコメントがある場合)

医療用医薬品間の相互作用の知識の有無

08.病院でもらう薬同士で影響しあう可能性があることを知っていますか 回答 1.はい  2い いえ
常備薬の有無

09。 自宅に常備している市販薬はありますか 回答 1.はい  2.いいえ  3.わからない

自由記述 (特別なコメントがある場合)

由記述 (かかりつけの

図 lA アンケー ト票
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保険薬局におけるブラウンバッグ運動の試み

中川調剤薬局○○店  通し番号 番

日常的に使用しているOTC医薬品の有無と主治医への報告の有無

010.現在使われている市販の薬はありますか    回答 1.はい  2.いいえ  3.わからない
( る は一般名 :痛み

OTC医薬品、サプリメント・健康食品の使用目的

011.ど うして市販薬を使用しているのですか

回答 1処方薬で治療効果を実感できない  2.病気の予防  3.症状の改善
4病院に行く時間がない  5。 なんとなく  6.その他

由記述 (特別なコメン トがある場合 )

日常的に使用しているOTC医薬品の有無と主治医への報告の有無

012.すべてのかかりつけの医師に市販の薬を使用していることについて伝えていますか

回答 1.はい  2.いいえ  3わ からない

記述 (特別なコメントがある場合)

日常的に使用しているサプリメント・健康食品の有無と主治医への報告の有無

013.現在使われているサプリメントはありますか    回答 1.はい  2.いいえ  3.わからない
自由記述 (サプリメントの販売名または成分名 )

OTC医薬品、サプリメント・健康食品の使用目的

014.ど うしてサプリメントを使用しているのですか

回答 1処方薬で治療効果を実感できない  2.病気の予防  3症 状の改善
4.病院に行く時間がない  5。 なんとなく  6.その他

日常的に使用しているサプリメント・健康食品の有無と主治医への報告の有無

015.すべてのかかりつけの医師にサプリメントを使用していることを伝えていますか

回答 1.はい  2.いいえ  3わ からない
自由記述 (特別なコメントがある場合)

日常的に使用しているサプリメント・健康食品の有無と主治医への報告の有無

016.現在使われている健康食品はありますか    回答 1はい  2.いいえ  3わ からない
由記述 (健康食品の販売名または成分名 )

OTC医薬品、サプリメント・健康食品の使用目的

017.ど うして健康食品を使用しているのですか

同 客  1机 ナ菫 で 治 椿 効 果 を 主威 で き な ぃ   ,病 気 の 予 防   3庁 拌 の 計 善

4.病院に行く時間がない  5。 なんとなく  6.その他

自由記述 (その他を具体的に記述)

図 lB アンケー ト票
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中川調剤薬局○○店  通し番号

日常的に使用しているサプリメント・健康食品の有無と主治医への報告の有無

018.すべてのかかりつけの医師に健康食品を使用していることを伝えていますか

回答 1はい  2.いいえ  3わ からない
由記述 (特別なコメン トがある場合 )

医薬品、健康食品、サプリメントに関する情報源

019.薬についてどこからの情報を参考にしますか

回答 1.薬剤師  2.薬剤師以外の医療従事者  3.テ レビ  4.ラジオ  5:ネ ット
6.新聞・雑誌など  7そ の他
自由記述 (その他を具体的に記述)

医療用医薬品-OTC医薬品間の相互作用の知識の有無

020.病院でもらう薬と市販の薬で影響しあう可能性があることを知っていますか

回答 1.はい  2い いえ
OTC医薬品、健康食品、サプリメントで副作用発現の可能性の知識の有無

021.市販の薬で副作用が出る可能性があることを知っていますか    回答 1.はい  2い いえ
医薬品、健康食品、サプリメントの保管方法の知識の有無

022.市販の薬に保管方法があることを知っていますか    回答 1.鐘立≧  2=いいえ
医薬品、健康食品、サプリメントに関する情報源

023.サ プリメントについてどこからの情報を参考にしますか

回答 1.薬剤師  2 薬剤師以外の医療従事者  3.テ レビ  4:ラジオ  5,ネ ット
6新聞・雑誌など  7.その他

由記述 (その他を具体的に記述)

医療用医薬品―サプリメント・健康食品間の相互作用の知識の有無

024.病院でもらう薬とサプリメントで影響しあう可能性があることを知っていますか

回答 1.はい  2.いいえ

OTC医薬品、健康食品、サプリメントで副作用発現の可能性の知識の有無

025.サ プリメントで副作用が出る可能性があることを知っていますか   回答 1.はい  2い いえ
医薬品、健康食品、サプリメントの保管方法の知識の有無

026.サ プリメントに保管方法があることを知っていますか    回答 1.はい  2い いえ
医薬品、健康食品、サプリメントに関する情報源

027.健康食品についてどこからの情報を参考にしますか

回答 1.薬剤師  2.薬剤師以外の医療従事者  3.テ レビ  4:ラジオ  5.ネ ット
6.新聞・雑誌など  7.その他

由記述 (その他を具体的に記述)

医療用医薬品―サプリメント・健康食品間の相互作用の知識の有無

028.病 院でもらう薬と健康食品で影響しあう可能性があることを知っていますか  回答 1はい  2い いえ

番

保険薬局におけるブラウンバッグ運動の試み

図 lC アンケー ト票
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保険薬局におけるブラウンバッグ運動の試み

中川調剤薬局○○店  通 し番号        番

OTC医薬品、健康食品、サプリメントで副作用発現の可能性の知識の有無

029.健康食品で副作用が出る可能性があることを知っていますか    回答 1.はい  2.いいえ

医薬品、健康食品、サプリメントの保管方法の知識の有無

030.健康食品に保管方法があることを知っていますか    回答 1.はい  2.いいえ
おくすり手帳の携帯

031.お くすり手帳を持ち歩いていますか    回答 1.いつも  2.受診時のみ  3.いいえ

健康食品、サプリメントのお薬手帳への記載の有無

032.お薬手帳に健康食品、サプリメントについて記入していますか

回答 1.はい  2い いえ  3.わからない

自由記述 (特別なコメントがある場合)

健康食品、サプリメント購入時の相談の有無

033.健康食品、サプリメント購入時にかかりつけ薬局の薬剤師に相談していますか

回答 1.はい  2.いいえ  3.わからない

コメン

034.健康食品、サプリメント購入時にドラッグストア等にいる薬剤師等 (登録販売者を含む)に

相談していますか    回答 1.はい  2.いいえ  3わ からない

自由 コメン

健康食品、サプリメントと医療用医薬品との相互作用を指摘された経験の有無

035.病院でもらう薬との飲み合わせの問題点について実際に指摘されたことはありますか

回答 1はい  2い いえ  3.わからない

自由記述 (特別なコメントがある場合)

健康食品、サプリメントの必要性について薬剤師から指摘された経験の有無

036.健康食品、サプリメントの必要性について薬剤師から指摘されたことはありますか

回答 1.はい  2.いいえ  3わ からない

自由記述 (特別なコメントがある場合)

図 lD アンケー ト票
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保険薬局におけるブラウンバッグ運動の試み

朝比奈ら 1りま,一部の患者は「健康食品」の範囲,

安全性について医療従事者と認識が異なること,ま

た,そのような患者では薬剤師とのコミュニーケー

ションの配嬬が生じている可能性が高いと報告して

いる。このことから,認識の差異による聞き取り漏

れを防ぐ目的で,「健康食品」に関する聞き取り項

目は,「健康食品」と表現した項目と,「サプリメン

ト」と表現した項目の 2つを用意した。集計・解析

時には,健康食品とサプリメントの項目を統合して,

健康補助食品と表現した.つまり,聞き取り時は,
「Q24.病院でもらう薬とサプリメントで影響しあう

可能性があることを知っていますか」と「Q28.病院

でもらう薬と健康食品で影響しあう可能性があるこ

とを知っていますか」とし、集計 。解析時は,これ

らを統合して「病院でもらう薬と健康補助食品で影

響しあう可能性があることを知っています力」 とし

た.また,「Q25.サプリメントで副作用が出る可能

性があることを知っていますか」と「Q29.健康食

品で冨1作用が出る可能性があることを知つています

か」についても同様に「健康補助食品で副作用が出

る可能性があることを知っています力」 とした。

3.薬剤師による介入が必要と判断される患者の判定

患者が所有するすべての医療用医薬品および市販

薬などの点検が必要と判断される患者を,以下の 3
つのいずれ力ヽ こ該当する患者とした。

3-1.「他の病院から薬が出ている」に「はい」と

回答した患者のうち,「すべてのかかりつけ医に他

の病院への通院を伝えている」,「すべてのかかりつ

け医に他の病院でもらつた薬を伝えている」,「病院

でもらう薬同士の相互作用の可能性について知つて

いる」のいずれ力ヽ こ「はい」以外の回答をした患者

とした。

3-2.「現在使用している市販薬がある」に「はい」

と回答した患者のうち,「すべてのかかりつけ医に

市販薬の使用を伝えている」,「病院でもらう薬と市

販薬の相互作用の可能性について知っている」,「市

販薬で副イ乍用が出る可能性があることを知つている」

のいずれ力ヽこ「はい」以外の回答をした患者とした.

3‐3。 「現在使用している健康補助食品がある」に

「はい」と回答した患者のうち,「すべてのかかりつ

け医に健康補助食品の使用を伝えている」,「病院で

もらう薬と健康補助食品の相互作用の可能性につい

て知っている」,「健康補助食品で副作用が出る可能

性について知つている」のいずれ力ヽこ「はい」以外

の回答をした患者とした.

なお,本調査1辞申戸薬科大学倫理委員会の承認を

受け実施した。

1.他院から薬が処方されている患者とその背景

今回の調査より,「他の病院から薬が出ている」

について「はい」と回答した患者は約 4割であった

(図 2)。 そのうち,「すべてのかかりつけ医に他の病

院への通院を伝えている」について「はい」以外の

回答をした患者は約 4害1,「すべてのかかりつけ医

に他の病院でもらった薬を伝えている」について

「はい」以外の回答をした患者は約 5割,「病院でも

らう薬同士の相互作用の可能性について知つている」

について「はい」以外の回答をした患者は約 2割で

あつた (図 3)。 また,「他の病院から薬が出ている」

について「はい」と回答した 46名のうち,「すべて

のかかりつけ医に他の病院への通院を伝えている」,

「すべてのかかりつけ医に他の病院でもらった薬を

伝えている」,「病院でもらう薬同士の相互作用の可

能性について知つている」のいずれかに,「はい」

以外の回答をした患者は約 6害1であつた.(結果省

略)

果結

55

図 2 他の病院から薬が出ている



保険薬局におけるブラウンバッグ運動の試み

すヽてのかかり‐lt9霊

“他の構驚へめ逸院を伝えている

すべてのがかりつけ機に
傷の務銃でもらつた盤を伝えている

″謗静でもらう露鞣■,の
観互作鵞の可能鏃。つ|“簿つている

図 3 他院から薬が処方されている患者の背景

2.市販薬を併用している患者とその背景
「現在使用している市販薬がある」について「は

い」と回答した患者は約 2割であつた (図 4)。 その

うち,「すべてのかかりつけ医に市販薬の使用を伝

えている」について「はい」以外の回答をした患者

は約 6害1であり,「病院でもらう薬と市販薬の相互

作用の可能性について知つている」について「はい」

以外の回答をした患者は約 3害1,「市販薬で副作用

が出る可能性があることを知つている」について

「はい」以外の回答をした患者は約 3割であつた

(図 5).また,「現在使用している市販薬がある」に

ついて「はい」と回答した患者 27名のうち,「すべ

てのかかりつけ医に市販薬の使用を伝えている」,

「病院でもらう薬と市販薬の相互作用の可能性につ

いて知っている」,「市販の薬で冨1作用が出る可能性

があることを知つている」のいずれかに,「はい」

以外の回答をした患者は約 7害1であった。結果省

□

図 4 現在使用している健康補助食品がある

すべてのかかりつtjEに
市販薬の使用を修えている

病院でもらう薬と市販業の

相互作用の可能性について知っている

市販の薬で副作用が出る
可能性があることを知っている

図 5 市販薬を併用している患者の背景

3.健康補助食品を併用している患者とその背景
「現在使用している健康補助食品がある」につい

て「はい」と回答した患者は約 5割であつた (図 6).

そのうち,「すべてのかかりつけ医に健康補助食品

の使用を伝えている」について「はい」以外の回答

をした患者は約 9害1,「病院でもらう薬と健康補助

食品の相互作用の可能性について知っている」につ

いて「はい」以外の回答をした患者は約 5害1,「健

康補助食品で副作用が出る可能性について知つてい

る」について「はい」以外の回答をした患者は約 4

割であつた (図 7).また,「現在使用している健康

補助食品がある」について「はい」と回答した患者

60名のうち,「すべてのかかりつけ医に健康補助食

品の使用を伝えている」,「病院でもらう薬と健康補

助食品の相互作用の可能性について知つている」,

「健康補助食品で副作用が出る可能性について知つ

ている」のいずれかに,「はい」以外の回答をした

患者はほぼ全員であつた。 (結果省略)

轡略 継咤
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すべてのかかりつけ医に
健康補助食品の磯開を伝えている

病院でもらう案と申 食品の
相互作殿の可能継について知っている

健康補助食品で副作用が出る
可能性について知っている

はい         はい以外
5晰4                     6616

場城    は拡な外

塑     鶴麟

図 7 健康補助食品を併用している患者の背景

4.薬剤師による介入が必要と判断される患者
「他の病院から薬が出ている」,「現在使用してい

る市販薬がある」,「現在使用している健康補助食品

がある」のいずれ力ヽ こついて「はい」と回答した患

者は約 8割であった (図 8)。 そのうち,介入が必要
と判断された患者は,約 9割であった (図 9)。

「他の病院から薬が出ている」
「現在使つている市販薬がある」
「現在使用している健康補助食品がある」
のいずれかに該当する患者

今回,保険薬局での継続可能なブラウンバッグ運
動を構築することを目的として,患者が所有するす
べての医療用医薬品および市販薬などの′颯検が必要

と判断される患者を抽出する調査票を作成し,その

調査票を用いて聞き取り調査を実施した.

その結果,他の病院から薬が出ていた患者は全体
の約 4割であった.このことは,60歳以上の患者を

対象とした調査において,全患者の 41%が同時に他
科を受診しており,そのうちの 81%がその科でも投
薬されていたとの報告 1のとほぼ一致していた.また,
他の病院から薬が出ていた患者のうち,約 8割が医
療用医薬品同士の相互作用の可能性について知って

いた.しかし,医師に他の病院への通院を伝えてい

る患者は約 6割,医師に他の病院でもらった薬を伝
えている患者は約 5割であったことから,半数近い

患者が,医師に他の病院への受診や薬が処方されて
いることを伝えていなかった。

現在使用している市販薬がある患者は約 2害Jで

あつた.また,医師に伝えることなく,市販薬を使
用している患者は市販薬を使用しているほぼすべて

の患者であった。このことは,主治医の投薬以外に
21%の患者が主治医に断りなく一般用医薬品を服用

していたとの報告 121と ほぼ_致していた.

現在使用している健康補助食品がある患者は約半

数であった。このことは調剤併設ドラッグストアに

処方せんを持参した患者を対象としたインタビュー

形式の調査により,健康食品を現在摂取中の患者は
35%であつたとの報告 131ょ り多かった。朝比奈ら lD

は,一部の患者は「健康食品」の範囲,安全性につ
いて医療従事者と認識が異なること,また,そのよ

うな患者では薬剤師とのコミュニーケーションの甑

齢が生じている可能性が高いと報告している。本間

ら 3)は,「健康食品」としか表現していなかったの

に対し,われわれは,聞き取り漏れを防ぐ目的で,
「健康食品」と表現した項目と,「サプリメント」と

表現した項目の 2つを用意し,統合したためではな

察考

図 8

図 9 薬剤師の介入が必要な患者
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いかと思われた。また,今回,現在使用している健

康補助食品がある患者のうち,医師に健康補助食品

の使用を伝えているのは 1割に満たなかつた.この

ことは,健康食品の購入について医師や薬剤師に相

談をする患者はほぼいないという報告 りと一致する

ものであつた。さらに,病院でもらう薬と健康補助

食品の相互作用の可能性および健康補助食品で副作

用が出る可能性について知つている患者は約半数し

かいなかった.

今回の調査で,薬剤師による介入が必要と判断さ

れた患者は,他院から薬が処方されている患者で約

6割,市販薬を併用している患者で約 7割であつた

のに対し,健康補助食品を併用している患者では,

ほぼ全員という結果になった。また,全患者の約 7

割が薬剤師による介入が必要な結果となつた.この

ことから,医療用医薬品同士や医療用医薬品と市販

薬の相互作用についての知識を持つていない患者に

比べ,医療用医薬品と健康補助食品の相互作用につ

いての知識を持つていない患者が多いことが明らか

となった.また,医療用医薬品や市販薬の副作用の

知識を持つていない患者に比べ,健康補助食品の副

作用の知識を持つていない患者も多いことが明らか

となつた。医療用医薬品と健康補助食品との相互作

用や健康補助食品の副′旬明など,健康補助食品の適

正使用に関する知識を持たない患者が多かった要因

として,健康補助食品は医療用医薬品や市販薬に比
べ,薬剤師が患者に相互作用や副作用の情報を適切

に伝えていないことが考えられる。濃沼らりは,薬

局を対象に行つた調査で,8割以上の薬局では,医
薬品と健康食品との相互作用について勉強会などの

組織的な取り組みは行われておらず,調剤時の健康

食品に関し確認を行つていない薬局が約 3割あつた

と報告している.さ らに,濃沼ら 15)は, トクホと

医薬品との相互作用について,約半分の薬局が注意

をしていないと報告している。野田ら loは,患者

および薬剤師を対象としたアンケート調査を行い,

患者の約50%は薬剤師にサプリメント類の安全性や

効果についての情報提供を望んでいるものの,実際

には薬斉J師が来局患者の疑間に答えている例は

7.3%に しかすぎなかつたこと,また,薬斉J師のう

ち 67.5%の薬剤師は自身がサプリメント類の情報提

供者として来局患者に期待されていると認識してい

るものの,サプリメント類の情報収集に積極的に取

り組んでいる薬剤師は約30%であること,さ らに,

その情報内容もインターネット上の情報に頼つてい

ることを報告している.さ らに,平成 25年 2月 28

日付の厚生労働省厚生労働省医薬食品局総務課長依

頼 0において, 日本薬剤師会をはじめとした,医薬

関連団体に対し,医薬品と健康食品の相互作用等に

ついて,患者への注意喚起の依頼があつたことから

も,薬剤師が患者に対する健康補助食品の情報提供

不足が考えられる。

今回の調査対象が過去 1年以上当該店舗に定期的

に来局し,生活習慣病に対する治療薬を服用してい

る患者を対象に調査を行つたことを考えると,調査

項目の多くは,薬剤服用歴管理指導料の算定要件で

あることから,既に薬局が把握しておくべき患者晴

報であると思われる.しかし,調査の結果より,全

体の約 7割の患者が薬剤師による介入が必要と判断

されるに至ったことから, 日常業務の中で,患者を

長時間拘束し,薬剤服用歴管理指導料の算定要件の

全ての項目について詳細な聞き取りを行うことは容

易ではなく,聞き漏らしが少なくない可能性が考え

られた.

ブラウンバッグ運動は,保険薬局にとつて特別な

活動ではなく,薬剤服用歴管理指導の延長線上にあ

るものと考えられる。つまり,患者から他科受診の

有無,併用薬の有無,市販薬や健康補助食品の使用

状況の間き取り,さ らに必要に応じて薬剤を確認す

ることで状態を把握し,適切かつ安全な薬物治療に

貢献することは薬剤師本来の役割であると思われる.

しかし,全患者を対象にブラウンバッグ運動を継

続的に実施することは薬剤師、患者双方の負担を考

慮すると現実的ではなく,今回のように事前に聞き

取り調査を行い,介入が必要と判断される患者だけ

を対象にブラウンバッグ運動を実施することで,薬
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剤師、患者双方の負担が軽減でき,かつ, 日常業務
の 1つとして継続的に実施できるのではないかと思

われた.

以上の結果から,薬剤師は患者の来局時に,積極

的に健康補助食品の使用の有無を確認し,その適切

な使用方法や,健康におよぼす可能性についての情

報提供を行うと共に,必要に応じて,患者が所有す

るすべての医療用医薬品および市販薬などの点検な

ど,よ りきめ細やかな対応を行うことで,医療用医

薬品および市販薬などの適正使用に寄与することが

できると思われた.
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Abstract

Wc created a questionnalre and conducted interviews to idcntitt patients who requred inspection of」 l the士

prcscribed medications and over― the¨ counter drugs to cstab五sh a sllstainablc brown bag medication review tt health

insllrallcc‐oovCred phamacics.

Our sllrvcy rcvealed that approxllntteケ 60%of patients being prescribed medcation by other hospitals and

approxllnately 70%ofpaticnts taking a combination ofover― the¨counter drugs requred mtcrvcntion by a phamacist.

ConverseL ahOゞ Jl patients taking detary supplelncnts in combhation rcqured intervention.

Consequentし we detCmlined血 江70%ofJl patients sllrveyed rcqurcd intcrvcntion by a pharmaci飩 .

By having pharmaci"s activ7ely check whcther patients who宙 sit phamacies are llsing dietary supplelnents,

infomation onthe properllse ofthese supplelnents and thcipotcntial cfFcds on heal■ 宙 1l be provided.Additionalし

phamacitts willinfom pttients on the properllse ofprescribed medcation and∝ 釘‐thc‐ counter drugs by prOviding

morc attcnt市c support as necded by inspecting all prescribed medications and ovcr― thc― counter drugs taken by

patients.
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